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森の恵みと発酵が生み出す、フィンランド発の持続可能な未来 

～フィンランドのフードイノベーションとテクノロジーの未来を探求するイベント「Think like a Finn –  

Food for Thoughts」を 9 月下旬に EXPO2025 大阪・関西万博の北欧パビリオンにて開催～ 

クレジット：Juho Kuva/Visit Finland 

美しい自然、新鮮な空気、持続可能性、そして世界水準のイノベーションで知られるフィンランドは、９月に食文化と食

のイノベーションを紹介するイベントを開催します。日本との連携は、北欧全体として、また二国間レベルでも模索されて

おり、フィンランド企業は革新的な取り組みを通じて協力関係の構築を目指しています。  

8 年連続世界で１番幸福な国フィンランドの清らかな空気、水、そして土壌は、安全で健康的、かつ美味しい食品を

生み出すための世界的な基準となっています。最新の世界食料安全保障指数（2022 年）で第 1 位に輝いたフィン

ランドは、イノベーションと持続可能性を融合させ、世界の食料課題に挑み続けています。最先端の食品技術と研究

開発を活かし、フィンランドの企業は垂直農法、精密発酵、植物性タンパク質をはじめとする、未来の食品を支えるソリ

ューション開発を牽引しています。 

 

 

 



 

■フィンランドが描く、サステナブルな食の未来 — 9 月の多彩な取り組み 

フィンランドの国家理念である「サステナビリティ」は、大阪で大きな注目を集めています。その背景には、強靭で栄養価

が高く、持続可能な世界の食料システムの構築におけるフィンランドの重要な役割があります。農林省事務次官のペッ

カ・ペソネン（Pekka Pesonen）氏は、食品業界の代表団を率いて来日し、日本との連携強化を目指して東京と

大阪を訪問しました。先週開催された EXPO2025 大阪・関西万博の「ノルディック・フードデー」では、「身体と地球に

やさしいクリーンな食」がテーマとなり、すでに日本市場に製品を供給している Fazer、Valio、Apetit などのフィンランド

企業が参加しました。 

9 月下旬には、食と林業分野の観点から持続可能なバイオエコノミーの未来に焦点が移ります。万博の北欧パビリオン

で開催される「Think like a Finn – Food for Thoughts」では、持続可能性、栄養、回復力というグローバル食

料システムが直面する三重の課題に対する解決策が探求されます。本イベントは、イノベーション、持続可能性、自然

への敬意という、フィンランドと日本の共通の価値観を改めて強調することを目的としています。 

本セミナーは、世界の食料・環境問題解決に向けた、効果的なパートナーシップ構築のための対話と協力を促進しま

す。フィンランドのサリ・エッサイア（Sari Essayah）農林大臣が 2 日間にわたりイベントをリードします。 

 

エッサイア大臣は次のように述べています。 

「フィンランドは、持続可能性、高度な研究開発、そして協力的なイノベーション・エコシステムを重視しており、食品イノ

ベーションを牽引する存在です。フィンランドでは、研究機関や大学が革新的なスタートアップを生み出す上で重要な役

割を担っています。フィンランドと日本は、協力して食品技術や独自のイノベーションを探求し、将来の食料システムが抱

える課題を解決できると考えています。」 

本イベントでは、持続可能な食料システム、食料安全保障、若手農家の育成に対するフィンランドと日本の取り組みが

紹介されます。また、持続可能な技術を提供する企業が、フィンランドの食のイノベーションを披露します。多くのフィンラ

ンド企業はタンパク質を軸にした革新的な開発を行っており、Onego Bio は発酵により動物性原料を使わない卵タン

パクを開発、Happy Plant Protein は植物性タンパクを製造、Enifer は工業副産物からマイコプロテインを生み出

し、Solar Foods は空気と電気から栄養価の高いタンパク質を作り出しています。これらの企業をはじめとする最先端

の取り組みを通して、未来の食の姿を知ることができます。 

■食を楽しむ旅先としてのフィンランド 

食事は旅行に欠かせない楽しみの一つであり、フィンランド料理は本格的な食体験を求める人々にとって驚きと喜びをも

たらします。北の国ならではの環境に支えられ、土地に根ざし、四季の移ろいに育まれた料理は、鮮度と意図を重んじる

哲学に基づいています。地元産で旬の食材を丁寧に調理し、自然の恵みに対する深い敬意を示すフィンランド料理

は、持続可能性を重視しながら、高品質で新鮮な食材を最大限に活かすことを特徴としています。 

フィンランドの食品ブランドや食品は日本で広く販売されており、大阪万博でも紹介されています。万博内の「Nordic 

Food Bar」では、北欧の特色を活かしたメニューが提供されています。 

 

 

 



 

ビジネスフィンランドについて 

ビジネスフィンランドは、イノベーションへの資金調達と貿易・観光・投資の促進を目的としたフィンランドの政府機関で

す。ビジネスフィンランドの 700 人以上の専門家は、世界各地の 40 のオフィスと、フィンランド国内の 16 の地域オフィ

スで働いています。ビジネスフィンランドは、チーム・フィンランド・ネットワークの一部です。www.businessfinland.fi 

 

Finland at Expo について 

2025 年 4 月 13 日（日）から 10 月 13 日（月）まで、大阪にて開催される大阪・関西万博は、「いのち輝く未

来社会のデザイン」をテーマに、約 2,800 万人の来場者が見込まれています。北欧パビリオンは、フィンランド、デンマー

ク、アイスランド、ノルウェー、スウェーデンの 5 カ国が共同で展開するプロジェクトです。フィンランドの主なパートナーには、

ノキア、農林省、フィンエアー、5G Mökki、ユヴァスキュラ市、オウル市、Metsä Group ja Metaverse Day などが

名を連ねています。 
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